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Development of the Therapy of Overt Diabetic Nephropathy ; Multifocal Intensive Therapy 
Induced Remission of the Nephropathy Showing Disappearance of Overt Proteinuria and 









































直後に施行した 1度目の腎生検から 5年目の症例 1 : 1












　　　 HbA1c （NGSP）<6.9%，可能なら<6.4% を目指す
■ 厳格な血圧コントロール
　　　 125/75 mmHg未満（減塩と降圧薬 =何剤でも追加
し目標達成）
■ 緩やかな低蛋白食の完全遵守
　　　 0.8～ 1.0 g/kg体重（繰り返しの再評価と再指導）
■ 禁煙指導




　 腎性貧血対策　エリスロポエチンで Hb 10 g/dl以上
赤井 ─ 顕性糖尿病性腎症の治療法の開発 ;多角的強化療法による尿蛋白の消失（寛解）と腎組織像の改善 207
な血糖コントロールの効果が限定的に捉えられている
（血糖を改善しても腎症には改善効果がないと認識さ
図 1. 顕性腎症寛解例の腎組織像（症例 1 : 1型糖尿
病男性）（上段 :光顕像 PAS染色，下段 : 電顕像）
図 2. 顕性腎症寛解例の腎組織像（症例 2 : 2型糖尿
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